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令和８年度第３次航海「若鳥丸」乗船実習出港式について 
 

令和８年６月１２日 
 
  今回の乗船実習は、海洋科３年生、２年生合同で行います。東シナ海、瀬戸内海、太平
洋、日本海という広大な海域を舞台に行われます。 
生徒たちは、航海計器の操作や操船、機関実習、そして伝統的なイカ釣り漁業実習など

を通して、海技士や小型船舶操縦士の資格取得に必要な高度な知識と技術を実地で学びま
す。また、寄港地での企業見学や施設研修も予定されており、将来の水産・海洋関連産業
を担う人材としての視野を広げる貴重な機会となります。下記のとおり６月１４日（日）
境港竹内岸壁で出港式を開催しますので、お知らせします。 

記 

１ 期  日  令和８年６月１４日（日） 

１０：２０ 岸壁整列 

１０：３０ 出港式 

１１：００ 出 港 

２ 乗船実習目的 

（１）練習船『若鳥丸』による乗船実習を通して、安全で規則正しい船内生活に慣れ、船

舶運航に関わる業務についての知識、技能、態度を身に付ける。 

（２）海上衝突予防法、海上交通安全法、港則法に関する学習を通して、交通ルール、各

種標識の表示を理解するなど、海技士や小型船舶操縦士の資格取得に必要な知識・技

術を習得する。 

（３）イカ釣り漁業に関する知識・技術を習得するとともに、漁獲物に付加価値を付ける

技術を身に付け、資源管理の重要性を理解する。 

（４）将来の水産業や海洋関連産業に従事する者として、実務に活用する能力と態度を養

うとともに、使命や責任について、総合的に理解する。 

（５）寄港地における施設見学をすることにより、水産・海洋関連産業への進路意識を高

める。 

３ 練習船 

   船名：若鳥丸   総トン数：５１６トン   主機：ディーゼル １４７１ｋｗ 

４ 実習内容 

   航海計器及び操船実習、電気・電子機器及び機関実習、航路学習、イカ釣り漁業実

習、企業見学、寄港地研修を行う。 

５ 乗船実習期間 

   令和８年６月１２日（金）から 

   令和８年７月１１日（土）まで（３０日間：予定） 

６ 実習生  海洋科２年生１８名、３年生１２名（女子０名）計３０名 



７ 指導教官 海洋科 ４名 

８ 実習海域 東シナ海、瀬戸内海、太平洋、日本海 

９ 航海予定 

  ６月１４日（日） 出港式（１０：３０）、境港出港（１１：００） 

  ６月１６日（火） 阪神港入港（１３：００） 

  ６月１９日（金） 阪神港出港（１０：００） 

  ６月２２日（月） 境港入港（１０：００）イカ釣り準備 

  ６月２６日（金） 境港出港（１０：００） 

６月２６日（金）～３０日（火）イカ釣り実習 

  ７月 １日（水） 境港入港（１０：００） 

  ７月 １日（水）～２日（木）イカ釣り片付け、マリンスポーツ実習準備 

  ７月 ３日（金） 境港出港（１０：００） 

  ７月 ４日（土） ３年生マリンスポーツ実習 

  ７月 ６日（月） 隠岐発（０７：００） 

  ７月 ７日（火） 新潟港入港（０９：００） 

  ７月 ９日（木） 新潟造船 進水式 施設見学 

           新潟港出港（１５：００） 

  ７月１０日（金） 美保湾（１９：００）夜釣り実習  

７月１１日（土） 境港入港（０９：３０）、下船式（１１：００） 

   （上記日程は、気象・海象状況等により変更されることがあります） 


